





第二十八回関西現代演劇俳優賞

現代演技論研究会
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関西現代演劇俳優賞は
現代演技論研究会の主催事業です


関西の演劇界は魅力的な俳優を輩出しておりますが、俳優に対する賞は少ないと思われます。充実してきた戯曲賞同様、俳優賞の必要性を感じ、１９９８年に現代演技論研究会（同年発足）のメイン事業として、関西現代演劇俳優賞を設立いたしました。
演劇評論家の主催・出資する賞であり、表現者を選考するという行為は僭越ではございますが、継続的に行い、関西演劇界の活性化につなげることができれば幸いです。
尚、２００３年より、選考委員は太田耕人と九鬼葉子となっております。
また、２０２０年より、「男優賞」「女優賞」を「大賞」と改めました。

現代演技論研究会について

現代演劇の表現は多様化しており、演技についても実に様々な表現方法が見られます。しかし、演劇評論家は劇作や演出を評する言葉は持っていても、演技については曖昧な印象批評にとどまり、明確な言葉による表現を獲得していないように思われます。
このような状況を打破するため、三人の関西在住の劇評家、菊川徳之助（元近畿大学舞台芸術専攻教授、国際演劇評論家協会名誉会員）、太田耕人（京都教育大学学長）、
九鬼葉子（大阪芸術大学短期大学部メディア・芸術学科教授）によって現代演技論研究会を１９９８年に発足いたしました。
特定の演技システムに統一されることなく発展した日本の現代演劇。その独特の演技方法を具体的な言葉で表現することを目指しております。

現代演技論研究会
菊川徳之助
太田耕人
九鬼葉子
片山加菜

第二十八回関西現代演劇俳優賞受賞者

大  賞　（五十音順）
[bookmark: _Hlk31446205]西村 貴治 　 （ニットキャップシアター）
山内 佳子　  （劇団大阪）

奨励賞
該当なし

関西現代演劇俳優賞要項       　　　   　　 

１.対象
一年間（１月～１２月）に行われた関西の劇団、及びプロデュース公演に出演された関西の俳優を対象として、年間ベストアクター、アクトレスを選出する。


２.受賞人数および正賞・副賞
大　賞　　　　　　１～２人　　正賞：賞状　　副賞：５万円
奨励賞　　　　　　１人　　　　正賞：賞状　　副賞：３万円

*この人数は柔軟に対応したいと思います。
奨励賞は成長著しい若手を対象にした賞です。

３.選考委員
太田 耕人　　九鬼 葉子


４.選考会
年１回ないし２回


５.授賞式
毎年２月～３月


選 評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　   　　　 　
大賞

西村 貴治(ニットキャップシアター)   
「沼に咲く青いヒナギク」(大阪大学中之島芸術センター演劇公演) レー・ホアン役

九鬼： ベトナムのルー・クアン・ヴ―戯曲の本邦初演（ごまのはえ演出）。１９８０年代、統一後のベトナムが、ドイモイ（刷新）政策のもとで新たな社会に踏み出した時代の雰囲気を背景に、ロボットを主軸に据えた作品。故郷での穏やかな思い出を共有する幼馴染３人の愛憎を中心に展開する。
西村貴治さんは科学者のレー・ホアンを演じた。幼馴染のリエンに久しぶりに会いに行き、求婚するが、既に彼女は、もう一人の幼馴染の画家・ヴァンと婚約していた。ホアンは、二人にそっくりな理想のロボットを作り、研究所内で一緒に過ごし、リエンには自分を愛させ、ヴァンには別室で絵画に集中させる。ホアンは二人が出会わないようにしていたのだが、 二人は出会い、一緒に逃げ出してしまう。
一見、鼻持ちならない言葉を語るホアンだが、西村貴治さんは、人間味溢れる造形で魅力的に演じた。冒頭は、突然リエンの職場である学校を訪ねる場面。彼女が現れるのを、今か今かと待ち受けている。爪を噛み、オドオドとし、落ち着かない様子で、挙動不審だが、可愛らしくもある。観客を劇世界へと一挙に引き込む魅力に満ちていた。リエンが現れると、さらに挙動不審になる。一層爪を噛み、首を掻き、ひと目で恋愛に慣れていないことが伝わる。だが、ロボット研究の話を始めると、途端に身体から自信がみなぎる。ヴァンが現れると、「リエンを諦めてくれ」と、飄々と語る。 二人から断られると、床に寝転がり、今度は赤ちゃんのようになる。研究所に場面が移ると、取り憑かれた天才の風情を醸し出す。理想のロボット・リエンが誕生すると、滑稽なほど幸せそうになる。だが、ロボットのリエンは正直で、ホアンが実は世俗的で、理想的な研究者ではなくなっていることを指摘する。途端にホアンは不機嫌になる。まるで別人格のようにコロコロと変化して行くのだが、それが一人の人物像として繋がり、そのアンバランスな人物像が、愛おしくさえ見えてくる。
人間のはらむ様々な自己矛盾が、ナチュラルな連続性の中で表現された、こなれた演技。戯曲の深みを際立たせ、舞台の成功に大きく貢献した。

太田：　冒頭、西村貴治さんが演じるホアンは、膨大な台詞を淀みなく高速でこなし、明晰な頭脳を持つ研究者であることを印象づける。
しかし、その知的な装いに潜むのは、極めて自己中心的な精神構造だ。彼はリエンに対し、独善的な愛を一方的に告げ、その婚約者であるヴァンに対して自らの優位をいささかも疑わない。あろうことか、自らの意に従ってヴァンがリエンを譲ってくれると思うのだから、他者の感情にたいする想像力が完全に欠落している。単なる傲慢さを超え、病的でさえある。
ところが、西村さんの口跡からは、独善的な人物特有の嫌味も異常性も感じられない。そこに立ち現れるのは、ロボット工学者としては天才でありながら、人間的均衡を著しく欠いた、未成熟で幼児的な男性である。劇中、無能な課長に忖度するホアンを、ロボットのリエンが批判する場面があるが、目上の者や権力者の意向を気にする態度は、親や教師の顔色を窺う子どもの心理と通底している。西村さんは過度な感情表出を避け、自己中心性と幼児性を、作為を感じさせぬ自然体で表現した。
この「幼児性」の主題は、ホアンがリエンとヴァンの複製（ロボット）を制作することで、さらに深化する。彼は自分が理想とする関係性をロボットの二人との間に築き、自らの意のままになる疑似関係を構築しようとする。しかし、服従するはずだった二体のロボットは、駆け落ちをして彼の制御を逃れる。だが、ロボットは列車やタクシーに乗るのに金銭が必要なことすら知らない、まったくの世間知らずである。それは生みの親であるホアン自身の似姿でもある。
物語の終盤、ロボットのヴァンは創造性においてオリジナルのヴァンを凌駕し、その絵画は画商のみならず、本物のヴァンの心をも揺さぶる。ロボットが人間よりも創造的だという苦い皮肉である。　
この劇を人間とロボットについての寓意的物語として読むなら、ホアンは主役ではなく狂言回しであり、物語の枠の外側にいる存在かもしれない。しかし、ホアンがいるからこそ、人間のもつ矛盾が可視化され、作品が立ち上がる。役に過剰な色をつけず、それでいて無味乾燥に陥らず、戯曲の求める人物を的確に具現化した演技を評価したい。


山内 佳子(劇団大阪)　　
「落選の神様」(劇団大阪) 片岡球子役

九鬼： 高橋恵さん作・演出による、日本画家・片岡球子の評伝劇。型破りな構成と大胆な色使いから「ゲテモノ」と揶揄され、日本画展で落選が続き、「落選の神様」というあだ名までついてしまった球子。だが、先輩画家達に励まされ、入選を目的にするのではなく、一生をかけて自分の心に納得のいく作品を作るために邁進していく。
凄まじい人生ではあるが、生来の明るさと逞しさを際立たせた演技。
山内佳子さんは、劇団代表を務める大ベテラン女優だが、夢を語る青春時代を、無垢に愛らしく演じた。少女のようにかわいらしい佇まいには、驚かされた。それが、年齢や実績とともに、毅然とした立ち姿へと変化していく様を、鮮やかに表現した。彼女の変化を巧妙に演じながらも、心根は変わっていない様も活写。彼女の落選が続いていることを、周囲の人達は気にするのだが、本人はさほど気にせず、軽やかに一直線に人生を進む。飄々と、そして剽軽なところもある魅力的な女性像を造形。役を自分のものとして掴んでおられた。


太田：力強い独創的な画風で知られる画家・片岡球子を、山内佳子さんが演じると聞いて、球子の強烈な個性とエネルギーをどう表現するのだろうかと関心を抱いた。その答えは、突き抜けた飛び切りの明るさだった。怖いもの知らずの、規格外の明るさである。
	　正直に言えば、序盤の演技には呆気にとられた。オーバーアクションではないかと感じた。学生時代の親友であり、後に植物研究者になる加茂ちゃんのほうが落ち着きがあって、むしろまともに見える。しかし考えてみると、冒頭の場面では、球子の破格の明るさを際立たせるのが、加茂ちゃんが与えられた立ち位置なのだろう。
	　物語が進行し、後年の球子は小学校教師を務めながら、新進画家として精進する。コンクールに落選し続けても真摯に絵と向き合い、先輩画家の助言に耳を傾ける。ただし、学生時代のあの底抜けの明るさは影を潜めている。社会人としての成熟もあろうが、世に認められないことの苦悩が表情に陰りをもたらしているように感じられる。
冒頭の演技を見て、いったいどうしてあそこまでの明るさが必要なのか、と私は疑問を感じた。しかし、それは後年の球子を演じるための助走として緻密に計算されたものだったと思う。コンクール入選を勝ち取れず苦労する日々のなかでも、彼女の根底にはあの眩い明るさが潜んでいる。学生時代の無垢な明るさは、いまや創作意欲という炎に変化して、彼女の中で燃え続けている。それを意識して見るのと見ないのとでは、劇の奥行きがずいぶん違ってくる。
　　　 ただし、あれほど圧倒的なエネルギーをみせつけられると、そこに計算があるとは気づかない。それこそが俳優の技量であろう。確かな演技プランに基づき、片岡球子という女性の半生を骨太に描き出した演技を高く買いたい。


大賞選考　（五十音順）

髙安 美帆(エイチエムピー・シアターカンパニー)　
「さらば、象」(ニットキャップシアター) みち江役　

九鬼： 「さらば、象」（ごまのはえ作、小原延之演出）は、「伊丹の物語」プロジェクトの一環として、 ２０１７年に上演された「さよなら家族」の改訂版。ある家族の７０年間の生活史を描きながら、町の歴史を顕在化したもので、今回「劇場のある町」という文脈を加えた。
髙安美帆さんは、主役のみち江を演じた。１９５５年の春、みち江は、会社を辞めて失職中の元・同僚と結婚。二人で豆腐店を開業し、伊丹の清らかな水を生かした豆腐作りに毎日精を出す。夫は早逝するが、店を守り、娘と息子を女手一つで育て上げる。
　　　大人しくて真面目な女の子が恋に落ち、結婚し、社会の大きな動きの中で、地に足を付けて生活していく様。しっかり者だが、どこかおっとりした好感のもてる女性像を造形した。早朝、豆腐を作る様を無対象の演技で演じる動きも流麗だ。親友が若い頃、女優志望だったこともあり、彼女も少し興味を持ったが、実際にやることはなかった。死の間際、夢うつつの中に亡き父が現れる。あの世かと思ったみち江に「ここは劇場や（中略）髙安美帆さんの声と身体をかりて、いま、お前はここにおるんや」と語り掛ける。さらに劇作家・ごまのはえさんも登場、「劇場とは・・・この世界でただ一つ、この世ならざるものに声と身体が与えられる…場所」と告げる。その瞬間からみち江は、マクベスとなって演じ始める。マクベスとマクダフの決戦の画面だ。見事な台詞術と身体表現。日常的な場面から、劇的に飛躍してゆく場面へと、観客を誘った。

太田： インド象が伊丹を通って万博会場に向かった史実を起点に、ある一家の歴史を描いて、伊丹という土地の記憶を掘り起こそうとする企てである。
かつて高安美穂さんはリチャード三世を演じて、小気味よい台詞回し、敏捷な身体性をみせたが、本作では対照的に、夫亡き後、豆腐屋を引き継ぐ主婦を等身大で演じ、昭和の生活感を滲ませた。ワイルダーの「わが町」よろしく、小道具を省略し、パントマイムで想像を掻きたてた演技も出色だった。
劇は1988年のアイホールの誕生、1995年1月の阪神大震災と、伊丹の歴史をたどる。終盤、老境に至ったみち江は車椅子で、ベビーカーに乗った曾孫といっしょに、伊丹空港へ飛行機を見にくる。
ここから劇は、幻想と現実が交錯したフィナーレへ一気に突入する。気づくと、みち江は俳優の声と身体を借りて、なんと劇場の舞台に立っている。作・演出のごまのはえが舞台に現れると、みち江はそれに煽られるようにして、突如としてマクベスの最終場を演じ始める。ここで髙安さんは伸びやかな発声で達者に台詞をこなす一方、故意に素人臭さを残し、生活者であるみち江と表現者である髙安を二重写しにした。
みち江を演じていた髙安さんは、最後に羽織っていた衣装を脱ぎ、白髪のカツラを外して、一人の俳優に立ち返る。その瞬間、舞台奥の搬入口が開く。扉の向こうに現実の街路が現れ、虚構と現実が地続きになる。劇場の記憶が街と繋がっていることをしめす、力強い幕切れだった。


[bookmark: _Hlk189225145]中原 央人(劇団五期会)　 
「歌姫」(劇団五期会) 四万十太郎役、小泉旭役

九鬼： 土佐清水の漁師町にある小さな映画館「オリオン座」を舞台に、現代と昭和３０年代という、二つの時代を行き交う「歌姫」（宅間孝行作、井之上淳演出）に主演。
まず現在。館主の鈴が亡くなり、閉館する日の最終上映に現れた女性・ひばりとその息子・旭。最終上映は鈴の遺言で「歌姫」という無名の映画だった。ひばりの父が生前、その映画を見たがっていたのだという。映画を通し、昭和30年代の若き日の父・四万十太郎と出会うことになる。
「四万十太郎」は仮の名で、戦争のトラウマで記憶を失っていた。館主の娘・鈴と互いに思い合うが、自分の正体が分からない不安から、素直になれない。やがて、自分には妻と幼い娘・ひばりがいることを知り、娘のために鈴への思いを封印し、自分の思いを綴った「歌姫」の台本の原案を残して去っていく。
中原央人さんは、粗野だが思いやりのある太郎と、記憶が戻った後の知的で品のいい勇一（彼の本名）、そしてその両方が合わさった新たな人格、さらに、一見生意気だが、気のいい現代青年の孫・旭と、いくつもの人間像を見事に演じ分けた。どれも魅力的な造形だった。
ひばりの前に、幻影のように現われる白いスーツと帽子姿の父・太郎（勇一）の立ち姿は、粋で美しく、昭和３０年代の太郎は、喜劇的で奔放な演技。そして時折見せる切ない表情。どれもまったく個性の異なる人物像だが、すべてに通底する優しさと孤独、そしてやわらかな愛嬌に満ちていた。

太田： かつて水産業で隆盛を極めた高知県南西部の土佐清水市は、今では過疎が進んでいる。物語は、町の寂れた映画館「オリオン座」が閉館する日、小泉旭が映画「歌姫」の上映を通じて、かつて「四万十太郎」の名で親しまれた祖父の若き日を体験するかたちで展開する。この旭と太郎の二役を、中原央人さんが見事に演じ分けた。
県西部の幡多弁（高知市などの県東部とは異なる方言）が生み出す土着的な力強さが、観客を一気に作品の世界へ引き込む。まもなく舞台が暗転し、昭和三十年代へと遡ると、若き日の太郎が登場する。漁師町特有の荒々しくも密接な人間関係が活写され、奔放な太郎と現代の好青年である旭とが対比される。
時代を越え、血縁関係にある別々の人物を同一の俳優が演じることは、演出上のギミックだが、俳優の技量を見せるだけでなく、異なる人物に一貫性や共通性を付与する働きがある。中原さんは太郎と旭に扮して、差違のなかに共通性を感じさせた。


肉戸 恵美 (劇団未来)
「五人のアルベルティーン」(劇団未来) 60歳のアルベルティーン役 

九鬼： カナダのミッシェル・トランブレイ戯曲。ケベック州の方言を関西弁に変え、庶民的な生活言語の会話劇に仕上げた（しまよしみち演出)。
７０歳のアルベルティーンが老人ホームに入所した日、過去の自分や亡き妹と語り合う構成。各世代を５人の女優が演じ、波乱の生涯が活写される。３０歳の時、男と関係を持った１１歳の娘を折檻。娘は非行に走り、夫も戦死。５０歳で子供達とほぼ縁を切り、自分のためだけに生きる喜びをかみしめる。だが６０歳の時、娘が変死体で発見され、薬漬けとなる。
肉戸恵美さんが演じたのは、６０歳。疲弊しきった、年老いた身体性の表現が真に迫り、演じているのが実は若々しい俳優さんであるということを忘れさせた。口から出る言葉は、文句か悲観的な見解ばかり。最も幸せだった５０歳の自分を責め続ける。自分だけ幸せになろうとしたしっぺ返しがその後訪れたのだ、と。一見悪役なのだが、複雑な心理もあぶり出した。死がすぐ近くにあるはずなのだが、どこか生気があるのだ。まだ生きることをあきらめてはいないことが伝わる。 ７０歳で落ち着きを取り戻す自分へと巧妙に繋げた。


荷車 ケンシロウ(劇団不労社)　
「タイムズ」(劇団不労社) 男(ソルバルウに乗る男 ほか)役

太田：第20回ＯＭＳ戯曲賞（2013年）で林慎一郎さんが特別賞を受けた「タイムズ」は、ゲームやインターネットの感覚を梃子に、様々な物語の断片をドライブ感豊かにつなぎ合わせた戯曲である。
　	　劇冒頭、1980年代にゲームセンターで大ヒットしたシューティング・ゲーム「ゼビウス」をめぐるシーンが展開する。今では見かけなくなったこの業務用ゲームを一人の男が探し当て、カンスト（カウンターストップ）を目指してプレイし始める。「ゼビウス」では、プレーヤーが戦闘機ソルバルウを操縦して敵機や地上兵器を破壊していく設定になっている。そのプレーヤーを、「ソルバルウに乗る男」の役名で、荷車ケンシロウさんが演じた。
　	　憑りつかれたような鋭い目つき、精悍で敏捷な身のこなしが、彼がどれほどの執念をもってゲームに没頭しているかを物語る。だが、真剣になればなるほど、その様子は観客にとって滑稽に映る。にもかかわらず、荷車さんの芝居の迫力と面白さによって、観客はこのハチャメチャでとりとめのない世界に巻き込まれる。論理を超越した展開に心地よく翻弄される。初めに同調できなければ、最後まで置いてきぼりにされかねない作品だけに、観客を初めから劇世界に引き入れたことは、大きな手柄というべきだろう。


山田 一幸(shu-A　朱亜)　　
「屋上のペーパームーン」(くじら企画) カッパ 役 

太田： 舞台は梅田の繁華街。夜間金庫に集まる売上金を狙い、男たちが強奪計画を企てる。金属加工などの特殊技能を駆使して偽の投入口を作り、現金を掠め取ろうというのだ。その手口は、一見すれば上質な犯罪小説に登場する知能犯のそれである。
　　　　ところが、この大竹野正典さんの名作に登場するのは、知能犯どころか、粗暴でいつ暴走してもおかしくない危うい男たちだ。カッパというコードネームで呼ばれるリーダーが、雀荘で知りあった雀友を集めたという。今作でそのカッパを演じたのが、山田一幸さんである。
　　　　ビルの屋上で待機する男たちのもとに、カッパら実行犯が戻り、作戦の失敗を告げる。落胆と疑念が渦巻き、仲間割れが噴出する。その最中、後に「グリコ・森永事件」の犯人となることを予感させる男が侵入したり、仲間の一人が警察のスパイだったことが発覚したり、飽きさせないスリリングな展開が続く。
　　　　現金を入手できず荒れる男たちをねじ伏せるには、圧倒的な胆力が必要だ。同時に、緻密な作戦を立案し遂行する知性も覗かせねばならない。これはもう至難の業である。ところが、初演で同役を演じた秋月雁さんは、それだけに留まらず、無頼で底の知れない人物としてカッパを造形した。その強烈な印象が残っているだけに、他の俳優がこの役をどう立ち上げるのか、私の内には不安と期待が入り混じっていた。
　　　　山田さん演じるカッパは、秋月さんのような底知れぬ不気味さこそないものの、まぎれもなく一人の「無頼の男」であった。知的な側面が勝っているように感じられるが、それは秋月さんの造形が規格外だったためで、むしろ山田さんのアプローチの方が戯曲の解釈としてはオーソドックスと言えるかもしれない。この難役が山田さんに受け継がれた瞬間を劇場で見届けられたことは、大きな悦びだった。




奨励賞選考（五十音順）

熊谷 帆夏(劇団アンゴラ・ステーキ)　
「そびれるしま」(立ツ鳥会議) ミナト役

九鬼： まだ２３歳だが、劇団外にも多数出演。演じる役どころは多岐に渡るが、どの役も着実にキャッチし、公演ごとに別の顔を見せ、同じ俳優とすぐにわからない時もある。特に「そびれるしま」（植松篤作・演出）のミナト役が印象に残る。郊外の一軒家を舞台に、現代と２０年前の風景が交錯する。疎外された閉塞的な環境の中での、家族関係と心の揺らぎ、孤独を描いた舞台。ミナトは、その家の長男で、２０年前、中学１年の時に、引きこもりの弟と、肩を寄せ合うように生きていた。兄弟の濃密な関係性の描写が秀逸。さらに母亡き後、父が家に招いた女性に弟がなつき、心のバランスが崩れていく様を繊細に表現した。

太田： 父親をうっとうしがる多感な年頃の中学一年生、ミナトを演じて、極めて自然な佇まいがあった。女性性を無理に抹消するのではなく、声をわずかに低くし、さばさばと振る舞うことで、第二次性徴期特有の中性的な少年像を造形した。
ある日、父が連れてきた鴨原という女性にミナトはつっかかって、家を飛び出す。また、引きこもりの弟・リクが喘息の発作を起こす場面で、ミナトは鴨原に強い反感を示す。熊谷の緻密な演技を通じて、ミナトの心の動きが手に取るように伝わった。
亡き母との思い出にこだわるミナトは、父と鴨原との親密な関係に嫌悪感を募らせ、鴨原に懐くリクにそのことを伝える。直後、荒れたミナトは喧嘩で重傷を負い、鴨原は家を出て行くことになる。
兄弟の子ども時代と成人後、二つの時間を錯綜させて、劇は展開していく。後年の場面では、世間体や婚約者との関係に神経を使い、引きこもりの兄弟を案ずる成人男性が登場する。初め観客は、引きこもっているのは弟のリクだと誤認するが、やがて社会から隔絶しているのは、成人したミナトであることが明かされる。この反転がもたらす衝撃は大きい。
終盤、ミナトとリクが父母のこと、リクの婚約者のことを語らう場面でも、熊谷さんはあくまで自然に、成人したミナトを演じた。リクの少年期と成人期は別々の俳優が演じたが、ミナトの少年期と成人期は熊谷帆夏さんが一人で演じた。演技を作り込みすぎず、さりげなく、確かな手触りで年齢の差を提示し、一貫した存在感を創りだした。


（文中一部敬称略）

過去の受賞者

第一回　１９９８（平成１０）年
男優賞　森本 研典（１９９Q太陽族、現・劇団[image: ]太陽族）
女優賞　江口 恵美（桃園会）
岸部 孝子（１９９Q太陽族、現・劇団[image: ]太陽族）
奨励賞　森川 万里（桃園会）
特別賞　集団演技賞　南河内万歳一座

第二回　１９９９（平成１１）年
男優賞　荒谷 清水（南河内万歳一座）
金替 康博（MONO）
南 勝（１９９Q太陽族、現・劇団[image: ]太陽族）
女優賞　増田 記子（MONO）
奨励賞　中村 美保（劇団八時半）

第三回　２０００（平成１２）年
男優賞　工藤 俊作（１９９Q太陽族）
水沼 健（MONO）
女優賞　生田 朗子（リリパットアーミー）
中村 美保（劇団八時半）
奨励賞　北村 守（スクエア）

第四回　２００１（平成１３）年
男優賞　亀岡 寿行（桃園会）
女優賞　内田 淳子
比嘉 世津子（劇団犯罪友の会）
奨励賞　武田 暁
田矢 雅美（劇団[image: ]太陽族）

第五回　２００２（平成１４）年
男優賞　 風太郎
女優賞　西野 千雅子（MONO）
藤野 節子（桃園会）
奨励賞　前田 有香子（劇団[image: ]太陽族）
特別賞　佳梯 かこ


第六回　２００３（平成１５）年
男優賞　奥村 泰彦（MONO）
玉置 稔（劇団犯罪友の会）
や乃えいじ（PM／飛ぶ教室）
女優賞　内田 淳子
奨励賞　岩松 高史（桃園会）

第七回　２００４（平成１６）年
男優賞　川本 三吉（劇団犯罪友の会）
紀伊川 淳（桃園会）
菊谷 高広（遊劇体）
女優賞　はたもと ようこ（桃園会）
奨励賞　原 真（水の会）

第八回　２００５（平成１７）年
男優賞　尾方 宣久（MONO）
女優賞　加納 亮子（桃園会）
川田 陽子（くじら企画）
武田 操美（鉛乃文檎）
奨励賞　河本 久和（空の驛舎）

第九回　２００６（平成１８）年
男優賞　奇異 保（兵庫県立ピッコロ劇団）
はしぐち しん（コンブリ団）
女優賞　大熊 ねこ（遊劇体）
中田 彩葉（劇団犯罪友の会）
奨励賞　山田山 未舟（劇団犯罪友の会）

第十回　２００７（平成１９）年
男優賞　二口 大学（演劇ユニット昼ノ月）
女優賞　岸部 孝子（劇団[image: ]太陽族）
条 あけみ（あみゅーず・とらいあんぐる）
奨励賞　該当なし

第十一回　２００８（平成２０）年
男優賞　 F．ジャパン（劇団衛星）
女優賞　亀井 妙子（兵庫県立ピッコロ劇団）
こやま あい（遊劇体）
奨励賞　該当なし
第十二回　２００９（平成２１）年
男優賞　金城 左岸（劇団犯罪友の会）
原 真（水の会）
女優賞　森川 万里（桃園会）
奨励賞　該当なし

第十三回　２０１０（平成２２）年
男優賞　秋月 雁
村尾 オサム（遊劇体）
女優賞　武田 暁（魚灯）
奨励賞　該当なし

第十四回　２０１１（平成２３）年
男優賞　戎屋 海老
田中 遊
女優賞　中田 彩葉（劇団犯罪友の会）
奨励賞　該当なし

第十五回　２０１２（平成２４）年
男優賞　孫 高宏（兵庫県立ピッコロ劇団）
三浦 隆志（南河内万歳一座）
女優賞　今井 佐知子（兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞　寺本 多得子（桃園会）

第十六回　２０１３（平成２５）年
男優賞　川本 三吉（犯罪友の会）
女優賞　はたもと ようこ（桃園会）
奨励賞　阪田 愛子（桃園会）

第十七回　２０１４（平成２６）年
男優賞　土田 英生（MONO）
　橋本 健司（桃園会）
女優賞　平井 久美子（兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞　該当なし



第十八回　２０１５（平成２７）年
男優賞　蟷螂 襲 （PM／飛ぶ教室）
三田村 啓示（空の驛舎）
女優賞 福井 玲子（PM／飛ぶ教室）
奨励賞 浜 志穂  （劇団大阪）

第十九回　２０１６（平成２８）年
男優賞 該当なし
女優賞 阪本 麻紀 （烏丸ストロークロック）
得田 晃子
野秋 裕香（兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞 上木 椛  （劇団犯罪友の会）

第二十回　２０１７（平成２９）年
男優賞 緒方 晋（The Stone Age）
孫 高宏（兵庫県立ピッコロ劇団）
女優賞 林 英世
奨励賞 松原 由希子（匿名劇壇）

第二十一回　２０１８（平成３０）年
男優賞 髙口 真吾
女優賞 金子 順子（コズミックシアター）
奨励賞 古谷 ちさ（空晴）

第二十二回  ２０１９（令和元）年
男優賞 鈴村 貴彦 （南河内万歳一座）
女優賞 水谷 有希
森 万紀 （兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞 松原 佑次 （遊劇舞台二月病）

第二十三回  ２０２０（令和２）年
大　賞 はたもと ようこ （桃園会）
風太郎 （兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞 田渕 詩乃 （兵庫県立ピッコロ劇団）





第二十四回  ２０２１（令和３）年
大　賞 梅田 千絵 （関西芸術座）
橋本 浩明 
 三坂 賢二郎 （兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞 該当なし

第二十五回  ２０２２（令和４）年
大　賞 樫村 千晶（兵庫県立ピッコロ劇団）
中川 浩三（Z system）
奨励賞 趙 沙良

第二十六回  ２０２３（令和５）年
大　賞 金子 順子 （コズミックシアター）
髙安 美帆 （エイチエムピー・シアターカンパニー）
原 竹志 （兵庫県立ピッコロ劇団）
奨励賞 荷車 ケンシロウ（劇団不労社）

第二十七回  ２０２４（令和６）年
大　賞 佐々木 ヤス子 （サファリ・P）
千田 訓子 （万博設計）
奨励賞 該当なし


＊各回とも敬称略、五十音順、（ ）内は受賞時の所属劇団名


編集：片山 加菜
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